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す
る
の
が
国
の
大
事
な

仕
事
で
す
。

Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
以
前

は
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
（
国
立
研

究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開

発
機
構
）
が
日
本
全
国
を

調
べ
、
民
間
が
有
望
地
点

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

い
ま
し
た
。

今
、
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｃ

が
自
然
公
園
内
で
行
っ

て
い
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

調
査
は
非
常
に
意
義
が

あ
る
こ
と
な
の
で
す
。

―
―
世
界
中
に
Ｃ
Ｏ
２
排

出
の
ほ
と
ん
ど
な
い
地
熱

発
電
を
も
っ
と
広
げ
る
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。

世
界
で
も
、
国
産
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
な
り
、
天
候
に

左
右
さ
れ
ず
、

時
間
３

２４

６
５
日
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド

電
源
と
な
る
地
熱
発
電

に
注
目
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
。
地
熱
タ
ー
ビ
ン
で

は
日
本
企
業
の
シ
ェ
ア

が
６
〜
７
割
を
占
め
て

い
ま
す
。

地
熱
の
蒸
気
や
熱
水

に
は
硫
化
水
素
な
ど
不

純
物
が
含
ま
れ
て
お
り
、

タ
ー
ビ
ン
に
悪
い
影
響

を
及
ぼ
す
の
で
す
が
、
日

本
企
業
は
現
地
に
あ
っ

た
設
計
か
ら
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
ま
で
し
っ
か
り
や

る
の
で
高
い
シ
ェ
ア
を

誇
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。世

界
の
地
熱
開
発
に

日
本
も
調
査
・
探
査
の
段

階
か
ら
入
り
、
海
外
で
経

験
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
み
、

そ
れ
を
日
本
国
内
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
に

活
か
し
て
い
く
べ
き
だ

と
考
え
ま
す
。
そ
の
為
の

予
算
も
し
っ
か
り
確
保

し
て
い
き
ま
す
。

―
―
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

の
文
言
を
削
除
す
る
と

と
も
に
、「
優
良
事
例
を

容
認
し
、
地
域
と
共
生
し

た
地
熱
開
発
を
積
極
的

に
推
進
す
る
」
と
大
き
く

舵
を
切
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
自
然
公
園
内
で
の
地

熱
開
発
が
大
き
く
緩
和

さ
れ
た
の
で
す
。

今
、
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
を

通
じ
て
自
然
公
園
内
の

地
熱
資
源
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
調
査
を
ど
ん
ど
ん
進

め
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果

を
民
間
等
に
開
示
し
て
、

探
査
・
開
発
・
操
業
に
つ

な
げ
て
い
く
の
で
す
。
民

間
に
先
が
け
て
有
望
な

と
こ
ろ
は
ど
こ
か
、
調
査

か
ら
遠
く
離
れ
た
山
の

奥
で
す
か
ら
、
調
査
・
開

発
に
あ
た
っ
て
は
急
斜

面
で
の
道
路
造
成
、
掘
削

な
ど
困
難
が
伴
い
ま
す
。

ま
た
、
掘
削
し
て
も
「
１０

本
掘
っ
て
３
本
あ
た
り
」

と
言
わ
れ
、
３
割
程
度
し

か
良
い
地
熱
資
源
に
当

た
ら
な
い
の
で
す
。

地
熱
開
発
の
課
題
は

大
き
く
言
っ
て
三
つ
あ

り
ま
す
。
一
つ
は
、
高
リ

ス
ク
・
高
コ
ス
ト
で
あ
る

こ
と
。
次
に
自
然
公
園
法

や
温
泉
法
、
森
林
開
発
な

ど
の
規
制
が
あ
る
こ
と
。

も
う
一
つ
は
、
温
泉
業
界

を
は
じ
め
と
す
る
地
元

の
理
解
が
重
要
で
あ
る

こ
と
。
こ
れ
ら
が
地
熱
開

発
に
あ
た
り
ク
リ
ア
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点

で
す
。

―
―
高
リ
ス
ク
・
高
コ
ス

ト
軽
減
へ
の
国
の
支
援

策
は
。

国
は
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ

（
独
立
行
政
法
人
石
油

天
然
ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資

源
機
構
）
を
通
し
て
地
熱

開
発
事
業
者
（
民
間
や
自

治
体
）
へ
の
支
援
策
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

関
か
ら
融
資
を
受
け
る

際
、
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
が
債

務
保
証
を
行
い
ま
す
。
こ

れ
ら
支
援
ス
キ
ー
ム
で

一
連
の
リ
ス
ク
を
少
し

で
も
減
ら
し
、
開
発
を
後

押
し
し
て
い
ま
す
。

―
―
自
然
公
園
の
規
制

緩
和
は
進
ん
で
い
る
の

で
す
か
。

環
境
省
で
は
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

促
進
に
向
け
て
、
自
然
環

境
保
全
と
地
熱
発
電
の

拡
大
を
両
立
さ
せ
る
た

め
に
、
自
然
公
園
内
で
の

地
熱
資
源
開
発
に
関
す

る
規
制
の
緩
和
を
進
め

て
来
て
い
ま
す
。

高
リ
ス
ク
・
高
コ
ス
ト

と
い
っ
た
課
題
に
つ
い

て
は
、
初
期
調
査
段
階
で

は
助
成
金
を
、
探
査
事
業

の
段
階
で
は
出
資
を
行

っ
て
い
ま
す
。
い
よ
い
よ

開
発
段
階
に
な
り
ま
し

た
ら
、
事
業
者
が
金
融
機

熱
資
源
量
は
世
界
第
３

位
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が

あ
り
、
マ
グ
マ
溜
ま
り
は

多
量
の
熱
を
放
出
し
、
そ

の
周
辺
に
高
温
の
地
熱

ど
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
安
定
供
給
の
重
要
性

も
再
認
識
さ
れ
て
い
ま

す
。
国
内
で
調
達
で
き
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
選
択
肢

と
し
て
で
き
る
か
ぎ
り

活
用
し
て
、
安
定
供
給
に

寄
与
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

世
界
有
数
の
火
山
国

で
あ
る
わ
が
国
の
地
下

深
部
に
は
マ
グ
マ
溜
ま

り
が
存
在
し
、
膨
大
な
地

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
眠
っ

て
い
ま
す
。
わ
が
国
の
地

―
―
日
本
は
地
熱
資
源

に
恵
ま
れ
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年

月
の
「
エ
ネ
ル

１０

ギ
ー
基
本
計
画
」
で
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
最
大
限
導
入
し
、
活
用

し
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
一
つ
で
あ
る

地
熱
に
つ
い
て
も
し
っ

か
り
推
進
し
て
い
き
ま

す
。特

に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
や
電
力
需
給
逼
迫
な

地
帯
を
形
成
し
て
い
ま

す
。地

熱
発
電
と
は
、
そ
の

地
熱
で
蒸
気
を
作
り

タ
ー
ビ
ン
を
回
し
、
発
電

機
を
運
転
す
る
も
の
で

す
。
地
熱
開
発
を
着
実
に

進
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

―
―
日
本
の
現
状
は
ど

う
な
の
で
す
か
。

現
在
、
わ
が
国
の
地
熱

の
導
入
量
は
約

万
�
、

６０

総
発
電
量
の
０
・
３
％
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
政
府
の

目
標
は
２
０
３
０
年
度

に
約
１
５
０
万
�
、総
発

電
量
の
１
％
に
引
き
上

げ
る
の
が
当
面
の
目
標

と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
熱
発
電
は
数
十
�

の
小
規
模
か
ら
数
万
�

の
大
規
模
ま
で
多
様
で

す
。
地
産
地
消
の
形
で
全

国
津
々
浦
々
に
増
え
て

い
く
の
も
一
つ
の
形
か

な
、
と
思
い
ま
す
。

―
―
こ
れ
ま
で
地
熱
発

電
が
進
ま
な
か
っ
た
理

由
は
。

地
熱
資
源
の
あ
る
と

こ
ろ
は
約
８
割
が
国
立

公
園
・
国
定
公
園
の
中
と

な
っ
て
い
ま
す
。
需
要
地
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地
熱
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

純
国
産
の
貴
重
な
資
源

経済産業省
資源エネルギー庁
資源・燃料部　政策課
燃料政策企画室長　兼　
地熱資源開発官・鉱業管理官

蓮沼　佳和氏

２
０
２
０
年

月
に
菅
総
理（
当
時
）が「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

１０

ト
ラ
ル
」
を
表
明
し
て
以
降
、
化
石
燃
料
を
取
り
巻
く
環
境
や
脱
炭
素
化
に

向
け
た
動
き
が
劇
的
に
変
化
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

政
府
は
２
０
２
１
年
６
月
に
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
伴

う
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
の
具
体
化
、
同
年

月
に
は
第
６
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

１０

本
計
画
の
策
定
、
さ
ら
に
今
年
５
月
に
は
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
中
間

整
理
な
ど
、
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
示
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
に
お
い
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
を
実
現
す
る
た
め
の
キ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
計
画

的
に
着
実
に
取
り
組
む
重
要
な
政
策
と
な
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
つ
で
あ
る
地
熱
は
、
水
力
と
と
も
に
純
国
産
の
貴
重
な
資

源
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
恵
ま
れ
な
い
わ
が
国
に
と
っ
て
利
用
価
値

の
高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
を
訪
ね
、

地
熱
資
源
開
発
官
を
兼
務
す
る
蓮
沼
燃
料
政
策
企
画
室
長
に
話
を
伺
っ
た
。

（
聞
き
手
/
本
紙
代
表
・
高
橋

常
郎
）

自
然
公
園
内
は
、
特
別

保
護
地
区
、
特
別
地
域

（
第
１
種
〜
第
３
種
）、

普
通
地
域
に
分
類
さ
れ

て
お
り
、２
０
１
２
年
に

は
特
別
地
域
の
第
２
種
・

第
３
種
地
域
に
お
い
て

優
良
事
例
等
の
場
合
は

開
発
可
能
と
な
り
、
２
０

１
５
年
に
は
第
２
種
地

域
等
か
ら
の
傾
斜
掘
削

に
よ
り
第
１
種
地
域
の

地
下
を
掘
削
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
昨
年
９
月
に

は
環
境
省
が
自
然
公
園

法
の
運
用
を
見
直
し
、
第

２
種
・
３
種
地
域
に
つ
い

て
の
「
原
則
認
め
な
い
」
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今年の「地熱発電の日」ポスター

地
熱
資
源
量
は
世
界
第
３
位
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

２
０
３
０
年
度
に
約
１
５
０
万
�
に

高
リ
ス
ク
・
高
コ
ス
ト
軽
減
へ

国
は
助
成
金
・
出
資
・
債
務
保
証
等
で
支
援

自
然
公
園
内
で
の
地
熱
開
発
も
大
き
く
緩
和

10 月 8日は「地熱発電の日」
10月 7日に第 10回地熱シンポジウム（記念大会）を東京で初開催
「第 10 回地熱シンポジウム in TOKYO」 開催概要

開催日時
○シンポジウム /企業等ブース出展
　2022 年 10 月 7 日 ( 金 ) 14:00 - 17:00 丸ビルホール ,オンライン配信／丸ビルホール手前ホワイエ
○こども地熱カレッジ
　2022 年 10 月 7 日 ( 金 )、10 月 8 日 ( 土 ) 11:00 - 18:00 東京駅八重洲コンコース
主催
　独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構 (JOGMEC)
後援
　資源エネルギー庁、環境省、農林水産省、日本地熱協会、日本地熱学会、
　駐日アイスランド大使館、ニュージーランド貿易経済促進庁、GNS Science

　Creative director    小橋　賢児 様
　Creative director / Lifestylist　大田　由香梨 様
　アーティスト　 三浦　大地 様　他
・閉会挨拶 : 経済産業省
・主催者代表挨拶 :JOGMEC　理事長　細野　哲弘

※プログラム等は都合により変更になる場合がありますので予めご了承ください。
※シンポジウムは 10 月 7 日までオンライン配信の事前登録を受け付けています。

問合せ先
「地熱シンポジウム in TOKYO」開催事務局
Email : info@chinetsu-sympo2022.jp (24 時間受付 )
03 - 5565 - 1704(10:00 - 17:00) ※土・日・祝日を除く

■シンポジウム登壇者
・来賓
　経済産業省、環境省、超党派地熱発電普及推進議員連盟
・基調講演① : 日本地熱協会　会長　有木　和春 様
・基調講演② : 日本地熱学会　会長　 海江田　秀志様
・登壇ゲスト : 野口　健 様 (アルピニスト), 柴咲コウ 様（俳優）
・クロストーク
　株式会社元気アップつちゆ　加藤　貴之 様
　株式会社栗駒フーズ　高橋　惇 様
　八幡平地熱蒸気染色　染色作家　�橋　一行 様
　慶應義塾大学　教授　宮田　裕章 様
　JOGMEC　特命参与　安川　香澄

写真は、東北電力株式会社の葛根田地熱発電所（写真提供：東北電力株式会社）

写真上は、九州電力株式会社の八丁原地熱発電所
（写真提供：九州電力株式会社）

発行所　〒 359-1133　埼玉県所沢市荒幡 912-1　エスポワ－ルB101

写
真
左
は
、
東
北
電
力
株
式
会
社
の

柳
津
西
山
地
熱
発
電
所

（
写
真
提
供：

東
北
電
力
株
式
会
社
）

主な記事
☆ 10周年を迎える日本地熱協会  　　 （2面）
☆三菱重工　革新軽水炉「SRZ-1200」（3面）
☆資金支援や技術支援を通じわが国の地熱資源 
   開発と普及促進に取り組む JOGMEC（4面）
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１
�
は
じ
め
に

地
熱
事
業
の
業
界
団

体
と
し
て
、
２
０
１
２

年
７
月
の
「
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
利

用
の
促
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価

格
買
取
制
度：

Ｆ
Ｉ
Ｔ

制
度
）」
の
施
行
時
に

は
、
地
熱
蒸
気
を
電
力

会
社
に
供
給
す
る
４
社

か
ら
な
る
日
本
地
熱
開

発
企
業
協
議
会
（
地
開

協
）
が
存
在
し
て
い
た
。

し
か
し
、
我
が
国
の

地
熱
事
業
を
拡
大
す
る

た
め
に
は
、
地
熱
発
電

に
関
係
す
る
幅
広
い
分

野
の
企
業
か
ら
な
る
業

界
団
体
を
創
設
し
て
活

動
す
る
必
要
が
あ
り
、

地
開
協
を
は
じ
め
と
す

る
地
熱
デ
ィ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
や
地
熱
関
係
事
業

者
が
中
心
と
な
っ
て
、

日
本
地
熱
協
会
が
２
０

１
２
年

月
４
日
に
設

１２

立
さ
れ
、
今
年
は
節
目

と
な
る

周
年
を
迎
え

１０

る
。設

立
時
の
会
員
は
２８

社
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
参
加
す
る
企
業
・
団

体
が
増
え
、
現
在
は
正

会
員

社
、
特
別
会
員

８３
団
体
を
数
え
て
い

１０る
。

２
�
日
本
地
熱
協
会
の

活
動本

協
会
の
最
重
要
事

業
は
「
政
策
要
望
」
で

あ
り
、
国
内
で
の
地
熱

事
業
の
進
展
の
た
め
に

必
要
な
「
経
済
性
の
確

保
、
規
制
緩
和
、
合
意

形
成
、
系
統
整
備
な
ど
」

を
設
立
以
来
要
望
し
、

一
歩
ず
つ
で
は
あ
る
が

前
進
で
き
る
環
境
が
整

い
つ
つ
あ
る
。

そ
の
他
の
事
業
と
し

て
は
、
会
員
相
互
の
情

報
交
換
や
地
熱
発
電
事

業
に
対
す
る
理
解
促
進

と
広
報
活
動
に
力
を
入

れ
て
い
る
。

会
員
に
対
し
て
は
、

新
た
な
情
報
提
供
を
行

う
と
と
も
に
、
健
全
な

地
熱
発
電
事
業
を
進
め

る
よ
う
促
し
て
い
る
。

一
方
、
外
部
に
対
し

て
は
、
展
示
会
等
を
通

じ
て
地
熱
発
電
の
現
状

や
課
題
に
つ
い
て
広
報

活
動
を
し
て
お
り
、
特

に
将
来
を
担
う
若
い
世

代
に
対
し
、
地
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
関
心
を
持

っ
て
も
ら
う
よ
う
努
め

て
い
る
。

３
�
我
が
国
の
地
熱
発

電

年
の
歩
み

１０２
０
１
２
年
の
Ｆ
Ｉ

Ｔ
導
入
前
の
我
が
国
の

地
熱
発
電
所
は
、

か
２０

所
、
合
計
出
力

万
�

５４

で
あ
っ
た
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
導

入
後
は
、
既
存
の
施
設

に
あ
っ
た
余
剰
の
蒸
気

や
熱
水
を
利
用
し
、
す

ぐ
に
発
電
が
開
始
で
き

る
中
・
小
規
模
の
バ
イ

ナ
リ
ー
式
地
熱
発
電

が
、
急
速
に
増
え
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
、

本
協
会
の
政
策
要
望
等

の
活
動
成
果
も
あ
り
、

規
制
緩
和
・
制
度
改
革
、

公
的
機
関
に
よ
る
先
導

的
地
熱
資
源
調
査
、
経

済
的
支
援
、
技
術
開
発
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
等

が
行
わ
れ
、
地
熱
発
電

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
少
し
ず
つ
改
善
さ

れ
、
よ
う
や
く
こ
こ
へ

来
て
新
た
な
大
規
模
案

件
の
調
査
・
開
発
も
本

格
化
し
て
い
る
。

現
在
の
我
が
国
の
稼

働
中
の
地
熱
発
電
所

は
、

か
所
、
合
計
出

８６

力

万
�
で
あ
り
、
開

６２
発
・
建
設
中
の
地
熱
発

電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
約

件
、
約

万
�
（
推

５０

10

計
）
と
な
っ
て
い
る
。

第
６
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
に
お
け
る
地

熱
発
電
の
２
０
３
０
年

目
標
は
１
５
０
万
�
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
目
標

達
成
の
た
め
に
は
、
関

係
機
関
と
の
密
接
な
連

携
の
下
、
更
な
る
改
善
・

努
力
が
必
要
で
あ
る
。

４
�
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
将
来
に
向
け

地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

魅
力
は
、
純
国
産
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
あ
り
、
発
電

利
用
だ
け
で
な
く
、
広

い
温
度
幅
で
熱
利
用
が

可
能
で
あ
る
こ
と
に
も

あ
る
。

熱
利
用
と
い
う
点
で

は
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
を

は
じ
め
と
す
る
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
諸
国
に
比
べ
、
我

が
国
は
ま
だ
ま
だ
発
展

途
上
で
あ
る
。

熱
水
を
遠
く
に
運
ぶ

に
は
コ
ス
ト
が
か
か
る

こ
と
か
ら
、
現
状
で
は

熱
源
に
近
い
地
域
に
限

定
さ
れ
る
と
い
う
デ
メ

リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、
地

域
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
貢
献
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
将

来
的
な
電
力
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
在
り
方
や
グ

リ
ー
ン
水
素
製
造
等
と

も
併
せ
、
発
電
に
加
え

て
地
熱
・
温
泉
熱
に
よ

る
熱
利
用
の
普
及
拡
大

に
期
待
し
た
い
。

周
年
を
迎
え
る
日
本
地
熱
協
会

周
年
を
迎
え
る
日
本
地
熱
協
会

1010

日本地熱協会
顧問 齋藤　徹

「
規
制
緩
和
」な
ど
を
設
立
以
来
要
望

発
電
事
業
環
境
は
少
し
ず
つ
改
善

大
規
模
案
件
の
調
査
・
開
発
も
本
格
化

熱
利
用
は
発
展
途
上
、そ
の
普
及
拡
大
に
期
待
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日本地熱協会
設立　2012 年 12 月 4 日

役員
会　長　有木 和春　三菱マテリアル株式会社
副会長　手塚 茂雄　電源開発株式会社
副会長　森田 誠也　日鉄鉱業株式会社

主たる事業内容
　・地熱発電全般に関する調査研究

　・政府その他関係機関に対する提言と陳情
　・地熱発電全般に係る会員相互の情報交換
　・地熱発電に対する理解の促進と広報

事務局　〒 101-0031 東京都千代田区東神田一丁目 4番 11 号　KKビル 5階
電話 03-5823-4639　FAX03-5823-4640
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写真は、九州電力株式会社の八丁原地熱発電所
(写真提供 : 九州電力株式会社 )

　八丁原 (はっちょうばる )発電所のある九重町は、大分県の南西部にあり、東と南を阿蘇くじゅう国立公
園の九重連山、西側を耶馬日田英彦山国定公園の山々に囲まれている。
　町内には多くの温泉があり、なかでも筋湯温泉は最大の規模を誇っている。
 紅葉の名所として定評のある九酔渓をはじめ竜門の滝、瀬の本高原や牧の戸峠などの観光地も点在してお
り、四季おりおりの風景が楽しめる。
　八丁原発電所は、わが国最大の地熱発電所で 1977 年 6月に 1号機が、1990 年 6月には、2号機が完成。
九州では、大岳発電所 (1967 年 8月完成 )についで 2番目、全国では 5番目に完成した。
　また、発電所の運転監視については、必要に応じ所員が発電所に出向き対応をおこなっている。
　国内初の事業用地熱発電所である大岳発電所は、設備の老朽化のため発電設備の更新を行い、2020 年 10
月に営業運転を開始した。

発電所の概要
        　　　　　　　　大岳発電所　　 　 　八丁原 1号機　  　　八丁原 2号機　　  　八丁原バイナリ―
運転開始年 1967 年 8月      　　　1977 年 6月      　　1990 年 6月     　　　2006 年 4月
   　　　　　  (2020 年 10月発電設備更新 )            
出力    　　　　　13,700kW( 注 )     55,000kW 　 55,000kW 　　2,000kW

( 注 )2022 年度中の系統連系工事完了後、14,500kWに出力増加予定

供
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｍ
Ｃ
地
熱
グ
ル
ー

プ
・
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

１
�
日
本
初
の
商
業
規
模

地
熱
発
電
に
成
功（
１
９

６
６
年
）
以
来
、
蓄
積
し

た
技
術
力

２
�
国
内
外
で
の
豊
富
な

地
熱
・
温
泉
・
熱
利
用
等

の
調
査
・
開
発
に
関
す
る

経
験

３
�
関
連
技
術
と
連
携

し
、
高
度
な
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
、
研
究
開
発
を
展

開４
�
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
お
よ

び
研
究
開
発
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
経
験
を
基
に
品
質

の
高
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
企
画
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス
を
提
供

左
写
真
は
、
松
川
生
産

１
号
井
の
噴
気
。１
９
６

４
年
に
噴
気
成
功
し
た

日
本
で
最
初
の
生
産
井
。

こ
の
蒸
気
だ
け
で
６
０

０
０
�
発
電
が
可
能
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

日
本
に
お
け
る
地
熱
開

発
に
弾
み
が
つ
い
た
。

主
な
事
業
内
容

（
１
）
新
規
地
熱
発
電

開
発

（
２
）
国
内
外
の
地
熱

資
源
の
調
査
、
開
発
、
利

用
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
お
よ
び
研
究

開
発

（
３
）
地
熱
発
電
所
の

保
守
・
管
理
・
運
転
業
務

日
本
重
化
学
工
業
株

式
会
社
で
は
、
地
熱
関
連

グ
ル
ー
プ
企
業
と
連
携

し
て
、
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
に
関
す
る
種
々
の

業
務
を
実
施
し
て
い
る
。

地
熱
関
連
グ
ル

ー
プ
企
業

●
地
熱
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
株
式
会
社

地
熱
資
源
量
調
査
、
地

熱
井
掘
削
、
地
熱
発
電
所

管
理
・
保
守
の
た
め
の
各

種
調
査
・
工
事

●
日
重
建
設
株
式
会
社

蒸
気
生
産
設
備
設
計
・

施
工
・
維
持
管
理

こ
れ
ま
で
の
豊
富
な

経
験
と
高
度
な
技
術
力

の
蓄
積
を
活
か
し
、
地
熱

発
電
お
よ
び
地
熱
利
用

に
関
す
る
総
合
的
な
調

査
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

を
は
じ
め
、
各
種
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
企
画
、
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
な
ど

幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

日
本
重
化
学
工
業
株

式
会
社
は
、
国
内
に
お
け

る
地
熱
開
発
の
パ
イ
オ

ニ
ア
と
し
て
、１
９
６
６

年
に
日
本
初
の
商
業
規

模
地
熱
発
電
に
成
功
し
、

そ
の
後
も
国
内
外
の
多

く
の
地
熱
・
温
泉
・
熱
利

用
等
の
調
査
・
開
発
に
携

わ
っ
て
き
た
。

日
本
重
化
学
工
業（
Ｊ
Ｍ
Ｃ
）

日
本
初
の
地
熱
発
電
か
ら
未
来
へ

消
費
国
の
連
携
が
極
め

て
重
要
で
あ
る
こ
と
が

共
有
さ
れ
た
。

Ｉ
Ｅ
Ａ
は
、
今
後
、
脱

炭
素
化
が
進
展
す
る
中

で
、
低
炭
素
で
出
力
調
整

が
可
能
な
電
源
が
不
可

欠
で
あ
る
と
強
調
し
た

ほ
か
、
燃
料
ア
ン
モ
ニ
ア

の
国
際
的
な
取
引
市
場

の
形
成
に
向
け
た
議
論

が
進
む
こ
と
へ
の
期
待

を
述
べ
た
。

産
業
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
利
用
か
ら
遡
っ
て
、

輸
送
、
供
給
、
生
産
ま
で

の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

に
関
し
て
の
興
味
深
い

取
組
が
紹
介
さ
れ
た
。

利
用
技
術
に
関
し
て

は
、
発
電
で
の
利
用
技
術

が
大
き
く
進
展
し
て
お

り
、
日
本
政
府
の
支
援
の

下
で
、最
終
的
に
は
１
０

０
％
ア
ン
モ
ニ
ア
火
力

を
可
能
と
す
る
た
め
の

発
電
の
技
術
開
発
を
目

指
し
て
い
く
方
向
で
あ

る
。こ

う
し
た
中
、
発
電
事

業
者
は
ク
リ
ー
ン
燃
料

ア
ン
モ
ニ
ア
の
供
給
と

そ
の
発
電
技
術
を
駆
使

し
て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
を
目
指
そ
う
と

し
て
い
る
。

海
上
輸
送
に
関
し
て

は
、
ア
ン
モ
ニ
ア
デ
ィ
ー

ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
開
発

が
２
０
２
０
年
台
中
頃

ま
で
に
完
成
し
、
外
航
船

舶
に
お
け
る
ゼ
ロ
エ
ミ

シ
ョ
ン
燃
料
と
し
て
の

ア
ン
モ
ニ
ア
活
用
が
グ

ロ
ー
バ
ル
に
展
開
さ
れ

る
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。

供
給
、
生
産
に
関
し
て

は
、
米
国
、
豪
州
、
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ノ
ル
ウ

ェ
ー
に
お
け
る
ブ
ル
ー

ア
ン
モ
ニ
ア
と
グ
リ
ー

ン
ア
ン
モ
ニ
ア
の
供
給

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介

が
あ
り
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
率

を
向
上
さ
せ
た
ブ
ル
ー

ア
ン
モ
ニ
ア
生
産
設
備

の
大
型
化
の
検
討
や
、
多

く
の
地
域
で
ブ
ル
ー
ア

ン
モ
ニ
ア
と
グ
リ
ー
ン

ア
ン
モ
ニ
ア
の
生
産
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
準
備
が

進
ん
で
い
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
、
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
実
現
に
向
け
た

動
き
が
進
ん
で
い
る
。

日
本
で
は
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ

Ｅ
Ｃ
、
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
な
ど
国

の
機
関
に
よ
る
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
へ
の
参
画

や
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
よ

る
サ
ポ
ー
ト
の
検
討
も

進
め
ら
れ
て
い
る
。

ク
リ
ー
ン
燃
料
ア
ン

モ
ニ
ア
協
会
か
ら
ク

リ
ー
ン
燃
料
ア
ン
モ
ニ

ア
の
定
義
案
を
示
し
た
。

本
定
義
は
今
後
の
国
際

的
議
論
が
必
要
で
あ
る
。

本
会
議
で
は
、
ク
リ
ー

ン
燃
料
ア
ン
モ
ニ
ア
に
関

す
る
最
新
の
状
況
を
参

加
者
と
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
、
非
常
に
有
意
義
な

会
議
で
あ
っ
た
。
来
年
は
、

さ
ら
に
進
ん
だ
姿
を
参

加
者
と
共
有
で
き
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

本
国
際
会
議
に
は
多

く
の
方
々
が
興
味
を
持

ち
、
１
�
５
０
０
名
を
超

え
る
登
録
が
あ
っ
た
。

政
府
・
国
際
機
関
と
し

て
は
３
か
国
と
国
際
エ

ネ
ル
ギ
ー
機
関
（
Ｉ
Ｅ

Ａ
）、
一
般
財
団
法
人
日

本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研

究
所
（
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｊ
）
の
２

機
関
か
ら
の
登
壇
が
あ

り
、
産
業
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
９
か
国
か
ら
合
計
１７

件
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
こ
の
会
議
の
場

で
、
米
国
テ
キ
サ
ス
州

ポ
ー
ト
オ
ブ
コ
ー
パ
ス

ク
リ
ス
テ
ィ
と
三
菱
商

事
株
式
会
社
の
間
で

コ
ー
パ
ス
ク
リ
ス
テ
ィ

に
於
け
る
低
炭
素
ア
ン

モ
ニ
ア
製
造
開
発
に
関

わ
る
覚
書
の
サ
イ
ニ
ン

グ
が
行
わ
れ
た
。

先
ず
全
体
を
通
じ
て

み
る
と
、
脱
炭
素
化
に
向

け
た
燃
料
ア
ン
モ
ニ
ア

の
活
用
に
対
す
る
関
心

が
世
界
的
に
高
ま
っ
て

お
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
と

い
っ
た
石
炭
火
力
発
電

の
比
率
が
高
い
ア
ジ
ア

の
国
々
に
お
い
て
重
要

な
取
組
と
な
る
こ
と
が

示
さ
れ
た
こ
と
や
、
国
際

的
な
官
民
の
連
携
を
通

じ
、
燃
料
ア
ン
モ
ニ
ア
の

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構

築
が
進
展
し
て
い
る
こ

と
が
具
体
的
に
示
さ
れ

る
と
と
も
に
、
生
産
国
と

先
月

日
、
経
済
産
業

２８

省
及
び
一
般
社
団
法
人

ク
リ
ー
ン
燃
料
ア
ン
モ

ニ
ア
協
会
（
Ｃ
Ｆ
Ａ
Ａ
）

主
催
の
下
、
第
２
回
燃
料

ア
ン
モ
ニ
ア
国
際
会
議

が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

さ
れ
た
。

地熱発電と地域の共生

上図は、独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構の資料「地熱　地域・自然と共生するエネルギー」より

上図は、独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構の資料「地熱　地域・自然と共生するエネルギー」より

マグマの熱を電気に変える地熱発電

第 2回燃料アンモニア国際会議
オンラインで開催

脱炭素化に向け燃料アンモニアに世界的関心
国際的な取引市場の形成に向けた議論を
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経
済
産
業
省
は
、
今
年

３
月
よ
り
「
グ
リ
ー
ン
社

会
の
実
現
に
向
け
た
競

争
政
策
研
究
会
」
を
開
催

し
、
そ
の
議
論
内
容
を

「
グ
リ
ー
ン
社
会
の
実

現
に
向
け
た
競
争
政
策

研
究
会　

競
争
政
策
上

の
論
点
に
関
す
る
報
告

書
」
と
し
て
取
り
ま
と
め

た
。

　

諸
外
国
で
は
、
欧
州
を

中
心
に
、
気
候
変
動
対
策

な
ど
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
に
配
慮
し
た
企
業
の

取
組
を
競
争
政
策
上
ど

の
よ
う
に
考
慮
す
べ
き

か
に
つ
い
て
、
活
発
な
議

論
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

わ
が
国
と
し
て
も
、
２

０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に

向
け
た
取
組
を
進
め
る

上
で
、
そ
れ
を
後
押
し
す

る
た
め
の
競
争
政
策
上

の
方
策
は
、
重
要
な
論
点

で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
不
当
に
抑
制
し

よ
う
と
す
る
企
業
の
合

意
等
に
対
し
て
は
厳
正

に
対
処
す
る
一
方
、
複
数

の
企
業
が
共
同
で
行
う

自
律
的
な
取
組
で
あ
っ

て
、
炭
素
中
立
の
産
業
構

造
へ
の
転
換
に
資
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
強
く

後
押
し
す
べ
き
と
考
え

ら
れ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
わ
が

国
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン
社

会
の
実
現
に
向
け
た
取

組
を
後
押
し
す
る
上
で

の
競
争
政
策
上
の
論
点

に
つ
い
て
、
広
く
知
見
を

集
め
て
整
理
を
行
い
、
そ

れ
を
共
有
す
る
た
め
、
２

０
２
２
年
３
月
に
「
グ

リ
ー
ン
社
会
の
実
現
に

向
け
た
競
争
政
策
研
究

会
」
を
設
置
し
、
計
５
回

に
わ
た
っ
て
議
論
を
行

っ
た
。

　

報
告
書
は
、
上
記
研
究

会
に
お
け
る
幅
広
い
意

見
・
議
論
の
内
容
を
取
り

ま
と
め
た
も
の
。

　

現
在
、
産
業
革
命
以
来

の
化
石
燃
料
を
中
心
と

し
た
経
済
・
社
会
、
産
業

構
造
を
グ
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
中
心
に
移
行
さ

せ
、
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム

全
体
の
変
革
、
す
な
わ
ち

Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

を
実
行
す
る
べ
く
、
活
発

な
議
論
が
行
わ
れ
て
い

る
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
に

お
い
て
、
報
告
書
の
内
容

が
、
産
業
界
を
は
じ
め
と

し
た
関
係
者
に
広
く
共

有
さ
れ
、
我
が
国
企
業
の

Ｇ
Ｘ
の
実
行
に
向
け
た

取
組
が
よ
り
一
層
促
進

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す

る
と
と
も
に
、
企
業
の
具

体
的
な
取
組
状
況
を
注

視
し
な
が
ら
、
グ
リ
ー
ン

社
会
の
実
現
に
向
け
た

競
争
政
策
上
の
論
点
の

検
討
を
進
め
て
い
く
と

し
て
い
る
。

　

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
は
、
国

内
物
流
の
大
半
を
支
え

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

安
全
性
向
上
と
担
い
手

確
保
、
燃
費
向
上
、
渋
滞

緩
和
な
ど
に
つ
い
て
、
最

新
技
術
で
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
高
い
効

果
が
期
待
さ
れ
る
。

　
「
隊
列
走
行
」
と
は
、

複
数
の
ト
ラ
ッ
ク
が
連

な
り
、
走
行
状
況
を
通
信

に
よ
っ
て
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
共
有
し
、
自
動
で
車

間
距
離
を
保
っ
て
走
行

す
る
技
術
。
こ
の
技
術
の

国
際
的
な
普
及
に
は
、
走

行
シ
ス
テ
ム
／
機
能
の

開
発
に
つ
い
て
、
共
通
の

方
式
で
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
だ
。

　

こ
の
度
、
走
行
シ
ス
テ

ム
に
関
し
て
、
日
本
提
案

の
国
際
標
準
が
発
行
さ

れ
た
。
ト
ラ
ッ
ク
隊
列
走

行
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を

通
じ
て
、
物
流
の
担
い
手

不
足
解
消
や
物
流
効
率

の
向
上
な
ど
に
繋
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

１
�
背
景

　

国
内
物
流
の
大
半
を

支
え
る
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

に
お
け
る
、
ド
ラ
イ
バ
ー

不
足
や
高
齢
化
、
燃
料
費

の
高
騰
な
ど
は
運
送
事

業
者
が
直
面
す
る
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク
隊
列

走
行
は
、
疲
労
な
ど
に
よ

る
運
転
ミ
ス
に
お
け
る

交
通
事
故
の
削
減
や
、
空

気
抵
抗
の
低
減
や
車
速

変
化
の
減
少
に
よ
る
燃

費
向
上
、
下
り
坂
か
ら
上

り
坂
に
差
し
掛
か
る
箇

所
（
サ
グ
部
）
で
の
速
度

低
下
を
抑
制
す
る
事
に

よ
る
渋
滞
の
緩
和
、
運
転

負
荷
軽
減
に
よ
る
担
い

手
の
確
保
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
を

背
景
に
、
ト
ラ
ッ
ク
の
隊

列
走
行
を
実
現
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
開
発

が
進
め
ら
れ
、２
０
１
８

年
１
月
に
は
、
新
東
名
高

速
道
路
等
で
初
の
公
道

実
証
実
験
が
行
わ
れ
た
。

　

本
標
準
に
お
け
る
「
隊

列
走
行
」
と
は
、
高
速
道

路
に
お
い
て
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
監
視
の
も
と
、
複

数
の
ト
ラ
ッ
ク
が
連
な

り
、
走
行
状
況
を
通
信
に

よ
っ
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
共
有
し
、
自
動
で
車
間

距
離
を
保
っ
て
、
車
線
維

持
や
車
線
変
更
を
連
携

し
て
走
行
す
る
技
術
で

あ
る
。

　

隊
列
走
行
の
実
用
化

に
向
け
た
検
討
は
、
欧
米

を
始
め
と
す
る
世
界
各

国
に
お
い
て
も
行
わ
れ

て
お
り
、
国
際
的
に
統
一

さ
れ
た
標
準
の
整
備
は
、

大
変
重
要
と
考
え
ら
れ

て
い
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
日
本
に

お
け
る
車
両
技
術
の
開

発
と
実
証
実
験
か
ら
得

ら
れ
た
成
果
を
ベ
ー
ス

に
、
共
通
の
機
能
を
有
し

た
シ
ス
テ
ム
が
よ
り
広

く
世
界
に
普
及
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
日
本
か
ら

国
際
標
準
の
提
案
を
し

た
。

２
�
標
準
の
概
要

　

今
回
発
行
さ
れ
た
国

際
標
準
Ｉ
Ｓ
Ｏ　

４
２

７
２（
ト
ラ
ッ
ク
隊
列
走

行
シ
ス
テ
ム
）
※
１
は
、

隊
列
の
形
成
／
加
入
／

離
脱
時
の
機
能
（
隊
列
運

行
管
理
機
能
）
と
、
隊
列

走
行
の
機
能
（
隊
列
走
行

制
御
機
能
）
に
つ
い
て
規

定
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
機
能
の
標

準
化
に
よ
っ
て
、
異
な
る

メ
ー
カ
ー
の
車
両
が
混

在
し
て
い
て
も
隊
列
の

加
入
車
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

加
入
時
に
お
い
て
も
協

調
し
て
車
速
の
調
整
を

行
う
な
ど
し
た
隊
列
の

形
成
が
可
能
と
な
る
。

　

隊
列
運
行
管
理
機

能：

車
両
間
お
よ
び
隊

列
走
行
管
制
室
が
情
報

を
共
有
し
、
隊
列
の
形
成

／
加
入
／
離
脱
を
行
う

機
能
。

　

隊
列
走
行
制
御
機

能：

車
両
間
で
加
減
速

情
報
等
を
共
有
し
、
協
調

型
車
間
距
離
維
持
シ
ス

テ
ム
（
Ｃ
Ａ
Ｃ
Ｃ
※
２
）

を
ベ
ー
ス
に
、
車
間
距
離

維
持
、
車
線
維
持
、
車
線

変
更
な
ど
の
走
行
を
行

う
機
能
。

　

さ
ら
に
、
隊
列
の
形
成

の
や
り
方
な
ど
、
隊
列
走

行
に
お
け
る
様
々
な

ケ
ー
ス
等
を
定
義
す
る

と
と
も
に
、
異
な
る
メ
ー

カ
ー
の
車
両
間
に
お
い

て
も
情
報
共
有
を
可
能

と
す
る
た
め
に
共
通
通

信
デ
ー
タ
項
目
の
定
義

や
、
隊
列
走
行
機
能
の
評

価
手
順
に
つ
い
て
も
定

め
て
い
る
。

　

本
標
準
は
、
日
本
が
国

際
議
長
を
務
め
る
Ｉ
Ｓ

Ｏ
（
国
際
標
準
化
機
構
）

／
Ｔ
Ｃ
２
０
４（
Ｉ
Ｔ
Ｓ

　

三
菱
重
工
業
は
先
月

　

日
、
Ｐ
Ｗ
Ｒ
４
電
力

２９（
注
）
と
共
同
で
将
来
に

わ
た
る
日
本
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
定
供
給
に
向
け

て
、
従
来
の
加
圧
水
型
軽

水
炉
か
ら
さ
ら
な
る
安

全
性
な
ど
を
備
え
た
革

新
軽
水
炉
「
Ｓ
Ｒ
Ｚ
�
１

２
０
０
」の
プ
ラ
ン
ト
の

コ
ン
セ
プ
ト
を
確
立
し
、

今
後
、
基
本
設
計
を
進
め

て
い
く
と
発
表
し
た
。

　
「
Ｓ
Ｒ
Ｚ
�
１
２
０

０
」
は
革
新
軽
水
炉
の
う

ち
１
２
０
万
�
級
の
発

電
炉
で
あ
り
、「
安
全
系

設
備
の
強
化
」、「
地
震
、

津
波
な
ど
自
然
災
害
へ

の
耐
性
お
よ
び
テ
ロ
や

不
測
事
態
へ
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
の
強
化
」
な
ど

と
い
っ
た
安
全
性
、
信
頼

性
向
上
に
つ
い
て
、
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
の
教
訓
を
反
映
し
た

新
し
い
規
制
基
準
を
踏

ま
え
開
発
中
。

　

新
た
な
安
全
メ
カ
ニ

ズ
ム
と
し
て
、
プ
ラ
ン
ト

の
状
態
に
応
じ
て
自
動

作
動
す
る
設
備
（
パ
ッ
シ

ブ
設
備
）
で
あ
る
高
性
能

蓄
圧
タ
ン
ク
や
世
界
最

新
技
術
の
溶
融
炉
心
対

策
で
あ
る
コ
ア
キ
ャ
ッ

チ
ャ
（
溶
融
デ
ブ
リ
を
格

納
容
器
内
で
確
実
に
保

持
・
冷
却
す
る
設
備
）
を

設
置
す
る
。

　

さ
ら
に
、
万
一
の
重
大

事
故
時
に
放
出
さ
れ
る

放
射
能
量
を
低
減
し
、
影

響
を
発
電
所
敷
地
内
に

留
め
る
た
め
の
シ
ス
テ

ム
の
設
計
に
も
取
り
組

む
。
ま
た
、「
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
他
電

源
の
電
力
量
変
化
に
柔

軟
に
対
応
可
能
な
運
用

性
向
上
」
や
「
水
素
製
造

へ
の
適
応
化
」
も
検
討
し

て
い
く
。

　

同
社
は
、
こ
れ
ま
で　
２４

基
の
加
圧
水
型
軽
水
炉

の
国
内
建
設
お
よ
び
保

守
に
携
わ
っ
て
き
た
が
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
既
設
プ
ラ
ン
ト
の
再

稼
働
と
安
全
安
定
運
転

に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、

Ｓ
Ｒ
Ｚ
�
１
２
０
０
の

早
期
市
場
投
入
を
目
指

し
て
お
り
、
名
称
の
Ｓ
Ｒ

Ｚ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
以
下

の
意
味
を
込
め
て
い
る
。

　

Ｓ：
Suprem

e
Safety

（
超
安
全
）、Sustainab

ility

（
持
続
可
能
性
）、

Ｒ：
Resilient

（
し
な
や

か
で
強
靭
な
）、lightw

a

ter
Reactor

（
軽
水
炉
）、

Ｚ：
Zero

C
arbon

（
Ｃ

Ｏ
２
排
出
ゼ
ロ
）
で
社
会

に
貢
献
す
る
究
極
型

（
Ｚ
）

（
１
２
０
０
は
電
気
出

力
１
２
０
万
�
級
を
表

す
）

　

三
菱
重
工
グ
ル
ー
プ

は
、
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
事
故
を
踏
ま
え
、

メ
ー
カ
と
し
て
既
設
プ

ラ
ン
ト
の
再
稼
働
、
再
稼

働
後
の
安
全
安
定
運
転

の
実
現
を
通
じ
て
継
続

的
な
安
全
性
向
上
に
努

め
て
い
く
と
と
も
に
、
世

界
最
高
水
準
の
安
全
性

を
実
現
す
る
革
新
軽
水

炉
で
社
会
に
貢
献
し
て

い
く
。

（
注
）
Ｐ
Ｗ
Ｒ
４
電
力：

北
海
道
電
力
株
式
会
社
、

関
西
電
力
株
式
会
社
、
四

国
電
力
株
式
会
社
、
九
州

電
力
株
式
会
社

　

先
月　

日
、
経
済
産
業

２９

省
及
び
ア
ジ
ア
太
平
洋

エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン

タ
ー（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
）は
、

「
第　

回
Ｌ
Ｎ
Ｇ
産
消

１１

会
議
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
し
た
。

　

今
年
は
、
国
際
エ
ネ
ル

ギ
ー
情
勢
が
大
き
く
変

動
す
る
中
で
、
気
候
変
動

対
応
の
み
な
ら
ず
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
の

観
点
か
ら
ま
す
ま
す
注

目
が
集
ま
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
に

つ
い
て
、
今
後
の
市
場
見

込
み
や
官
民
に
求
め
ら

れ
る
対
応
等
に
関
し
、
議

論
を
深
め
た
。

　

第　

回
目
を
迎
え
た

１１

会
議
で
は
、　

ヵ
国
以
上

２５

の
閣
僚
級
や
、　

以
上
の

５０

企
業
・
国
際
機
関
の
ト
ッ

プ
か
ら
い
た
だ
い
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と

と
も
に
、
当
日
は
世
界　
４４

ヵ
国
以
上
か
ら
１
�６
０

０
人
以
上
の
参
加
登
録

を
得
た
。

　

今
年
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
産
消

会
議
は
、
世
界
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
市
場
が
大
き
な
混

乱
に
見
舞
わ
れ
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
定
供
給
の
た
め

に
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
役
割
が
ま

す
ま
す
大
き
く
な
っ
て

い
る
中
で
の
開
催
と
な

っ
た
。

　

昨
年　

年
目
の
大
き

１０

な
節
目
を
迎
え
、
新
た
な

ス
タ
ー
ト
と
な
る
同
会

議
の
開
催
が
、
世
界
の

「
分
断
」
で
は
な
く
「
協

調
」
の
き
っ
か
け
と
な

り
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

安
定
供
給
に
つ
な
が
っ

て
欲
し
い
と
い
う
強
い

願
い
を
込
め
、
そ
の
テ
ー

マ
を
�Reorganizing

L
N
G
for
W
orld

E
nergy

Security

�
と
題
し
た
。

　

会
議
で
は
、
西
村
経
済

産
業
大
臣
か
ら
は
、
い
ま

こ
そ
産
消
国
間
の
対
話

と
協
調
が
求
め
ら
れ
て

い
る
時
は
な
い
こ
と
、
Ｌ

Ｎ
Ｇ
が
ア
ジ
ア
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
移
行
と
安
定
供

給
の
た
め
に
必
要
不
可

欠
な
資
源
で
あ
り
、
日
本

が
進
め
る
協
力
の
輪
に

各
国
の
皆
さ
ん
や
国
際

機
関
に
も
加
わ
っ
て
ほ

し
い
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
っ
た
。

　

カ
タ
ー
ル
の
サ
ー
ド
・

シ
ェ
リ
ダ
・
ア
ル
カ
ー

ビ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当
国

務
大
臣
か
ら
は
、
責
任
あ

る
現
実
的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
転
換
の
た
め
に
は
、

Ｌ
Ｎ
Ｇ
が
大
き
な
推
進

力
で
あ
り
、
中
心
的
な
存

在
で
あ
る
、
と
い
う
力
強

い
世
界
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
あ
っ
た
。

　

国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機

関　
（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）
の
フ
ァ

テ
ィ
・
ビ
ロ
ル
事
務
局
長

か
ら
は
、
現
在
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
危

機
の
中
に
あ
る
と
の
懸

念
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、

欧
州
を
中
心
と
し
た
、
現

在
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
・
天
然
ガ
ス

市
場
の
分
析
が
紹
介
さ

れ
た
。

　

西
村
大
臣
か
ら
は
、
日

本
と
し
て
協
調
の
精
神

に
基
づ
き
、
３
つ
の
発
表

を
行
っ
た
。

　

１
つ
目
は
、「
国
と
国

と
の
協
調
」
と
し
て
、
安

定
供
給
に
関
し
て
同
じ

悩
み
と
、
同
じ
志
を
持
つ

ア
ジ
ア
の
国
々
と
一
層
、

Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
協
力
関
係
を

築
い
て
い
く
こ
と
。

　

特
に
ア
ジ
ア
で
は
、
市

場
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、

Ｌ
Ｎ
Ｇ
・
天
然
ガ
ス
の
購

入
が
ま
ま
な
ら
ず
、
石
炭

や
石
油
に
回
帰
す
る
現

象
が
見
ら
れ
て
い
る
。
生

活
基
盤
と
な
る
電
気
・
ガ

ス
が
十
分
に
行
き
届
か

な
い
事
態
も
発
生
し
て

お
り
、
脱
炭
素
化
を
遅
ら

せ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、

貧
困
か
ら
の
脱
却
が
遅

れ
て
い
く
懸
念
も
あ
る
。

　

会
議
で
は
、
保
坂
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
と

マ
レ
ー
シ
ア
の
国
営
企

業
・
ペ
ト
ロ
ナ
ス
社
の
テ

ン
ク
・
ム
ハ
マ
ド
・
タ
ウ

フ
ィ
ッ
ク
社
長
兼
グ

ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
の
間

で
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
分
野
で
の
協

力
に
関
す
る
覚
書
（
Ｍ
Ｏ

Ｃ
）
の
締
結
を
行
っ
た
。

ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

タ
ン
・
シ
ー
レ
ン
第
二
貿

易
産
業
大
臣
兼
人
材
開

発
大
臣
か
ら
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
・

天
然
ガ
ス
は
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
の
役
割
が
あ
り
、
同

分
野
へ
の
投
資
の
必
要

性
や
日
本
と
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ

分
野
で
の
協
力
関
係
構

築
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　

２
つ
目
は
「
官
と
民
に

よ
る
協
調
」
と
し
て
、
日

本
の
公
的
金
融
機
関
が

日
本
政
府
の
方
針
と
国

際
合
意
と
も
協
調
し
な

が
ら
、
日
本
企
業
の
Ｌ
Ｎ

Ｇ
調
達
へ
の
支
援
の
検

討
加
速
に
な
る
。

　

３
つ
目
は
「
民
と
民
に

よ
る
協
調
」
に
な
り
ま

す
。
西
村
大
臣
か
ら
の
発

表
と
合
わ
せ
て
、
日
本
企

業
の
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
と
ド
イ

ツ
企
業
の
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｅ

Ｒ
社
か
ら
、
両
社
間
で
の

Ｌ
Ｎ
Ｇ
と
ア
ン
モ
ニ
ア

の
調
達
協
力
と
そ
の
狙

い
に
つ
い
て
発
表
い
た

だ
い
た
。

　

そ
の
後
、
Ｓ
＆
Ｐ　

Ｇ

ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ
の
ダ
ニ
エ

ル
・
ヤ
ー
ギ
ン
副
会
長
と

保
坂
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
長
官
に
よ
る
対
談
を

行
っ
た
。

　

対
談
で
は
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
が

エ
ネ
ル
ギ
ー
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
と
安
定
供
給
を

両
立
さ
せ
る
重
要
な
資

源
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
ヤ
ー
ギ

ン
氏
か
ら
日
本
が
エ
ネ

ル
ギ
ー
安
定
供
給
を
忘

れ
ず
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
に
賛
辞
が
送
ら

れ
、
来
年
の
Ｇ
７
で
の
日

本
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
た
。

　

最
後
に
、
公
的
金
融
機

関
や
Ｌ
Ｎ
Ｇ
に
携
わ
る

世
界
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

企
業
か
ら
上
流
投
資
へ

の
重
要
性
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
定
供
給
を
テ
ー

マ
に
し
た
講
演
が
行
わ

れ
た
。

　

経
済
産
業
省
は
、
同
会

議
を
通
し
て
、
各
国
と
共

有
し
た
「
協
調
」
の
精
神

に
則
り
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
安
定

供
給
と
ア
ジ
ア
の
現
実

的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
移
行

の
実
現
に
向
け
、
引
き
続

き
産
消
国
と
民
間
企
業

の
皆
様
と
の
取
り
組
み

を
続
け
て
い
く
と
し
て

い
る
。

　

先
月　

日
、
経
済
産
業

２８

省
及
び
一
般
社
団
法
人

ク
リ
ー
ン
燃
料
ア
ン
モ

ニ
ア
協
会
（
Ｃ
Ｆ
Ａ
Ａ
）

は
、
燃
料
ア
ン
モ
ニ
ア
の

生
産
・
利
用
の
中
心
的
な

役
割
を
果
た
す
だ
ろ
う

各
国
政
府
代
表
、
産
業

界
、
国
際
機
関
が
オ
ン
ラ

イ
ン
上
で
一
堂
に
会
す

る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

と
し
て
、
第
２
回
燃
料
ア

ン
モ
ニ
ア
国
際
会
議
を

開
催
し
た
。

　

会
議
参
加
者
は
１
�５

０
０
名
超
、
９
か
国
。

　

今
回
の
会
議
で
は
、
安

定
的
か
つ
低
廉
で
柔
軟

性
の
あ
る
燃
料
ア
ン
モ

ニ
ア
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
・
市
場
構
築
に
向
け
、

前
回
の
会
議
か
ら
一
層

拡
大
・
具
体
化
さ
れ
た
官

民
に
よ
る
戦
略
的
取
組

が
紹
介
・
議
論
さ
れ
、
こ

の
１
年
間
で
の
燃
料
ア

ン
モ
ニ
ア
の
国
際
連
携

の
進
展
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

成
果

　

燃
料
ア
ン
モ
ニ
ア
導

入
官
民
協
議
会　

燃
料

ア
ン
モ
ニ
ア
・
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
官
民
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
に
よ
る
供
給

コ
ス
ト
分
析
（
中
間
取
り

ま
と
め
）
を
公
表
し
た
。

　

国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機

関
（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）
に
よ
る

「Role
oflow

-em
issio

ns
fuels

in
m
anaging

s
easonalvariability

ofr

enew
ables

」
の
中
間
報

告
が
さ
れ
た
。

　

一
般
財
団
法
人
日
本

エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究

所
に
よ
る
「C

o-firing
o

fC
lean

A
m
m
onia

for
D
ecarbonization

in
A
s

ia

」
が
発
表
さ
れ
た
。

　

コ
ー
パ
ス
ク
リ
ス
テ

ィ
港
に
於
け
る
低
炭
素

ア
ン
モ
ニ
ア
製
造
開
発

に
関
し
て
、
日
米
企
業
間

に
よ
る
協
力
覚
書
が
締

結
さ
れ
た
。

　

安
定
的
か
つ
低
廉
で

柔
軟
性
の
あ
る
燃
料
ア

ン
モ
ニ
ア
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
・
市
場
の
構
築
に

向
け
た
会
議
の
議
事
総

括
を
発
信
し
た
。

　

経
済
産
業
省
及
び
国

立
研
究
開
発
法
人
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総

合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ｏ
）
は
、
先
月　

日
、
第

２６

４
回
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ

ク
ル
産
学
官
国
際
会
議

を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
形
式
で
開
催

し
た
。

　

参
加
人
数
は
約
１
�２

０
０
名
、参
加
国
等
は　
２３

か
国
・
地
域
。

　

Ｃ
Ｏ
２
を
資
源
と
し

て
活
用
す
る
カ
ー
ボ
ン

リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
、

各
国
の
産
学
官
に
よ
る

講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
、
国
際

的
な
取
組
の
活
性
化
、
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の

隆
盛
な
ど
、
カ
ー
ボ
ン
リ

サ
イ
ク
ル
分
野
に
お
け

る
進
展
を
発
信
し
、
更
な

る
発
展
の
た
め
に
取
り

組
む
べ
き
課
題
に
つ
い

て
確
認
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
は
広
島

県
・
大
崎
上
島
の
カ
ー
ボ

ン
リ
サ
イ
ク
ル
実
証
研

究
拠
点
が
開
所
し
た
年

で
も
あ
り
、
世
界
に
向

け
、
日
本
の
カ
ー
ボ
ン
リ

サ
イ
ク
ル
拠
点
を
紹
介

し
、
世
界
の
研
究
拠
点
と

の
今
後
の
取
組
に
つ
い

て
の
連
携
を
確
認
し
た
。

　

成
果

　

各
国
の
産
学
官
に
よ

る
講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
実
現
に
向
け
、
カ
ー
ボ

ン
リ
サ
イ
ク
ル
が
重
要

な
役
割
を
果
た
す
こ
と

や
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク

ル
の
製
品
化
が
世
界
で

加
速
し
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

　

ま
た
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ

イ
ク
ル
の
更
な
る
社
会

的
な
普
及
の
た
め
に
は
、

継
続
的
な
技
術
開
発
へ

の
投
資
、
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ

プ
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の

付
与
、
人
材
育
成
や
カ
ー

ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の

理
解
促
進
等
、
多
く
の
課

題
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
課

題
に
対
し
、
各
国
の
産
学

官
そ
れ
ぞ
れ
が
つ
な
が

り
を
広
め
、
か
つ
深
め
る

こ
と
で
、
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

確
認
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
は
広
島

県
・
大
崎
上
島
の
カ
ー
ボ

ン
リ
サ
イ
ク
ル
実
証
研

究
拠
点
が
開
所
の
年
で

あ
り
、
同
拠
点
の
魅
力
と

可
能
性
を
発
信
し
た
。
関

係
者
か
ら
は
こ
の
取
組

が
歓
迎
さ
れ
、
各
国
の
研

究
拠
点
間
で
の
国
際
協

力
・
連
携
の
重
要
性
が
確

認
さ
れ
た
。

　

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク

ル
の
社
会
実
装
に
向
け

た
日
本
の
直
近
１
年
間

の
取
組
と
し
て
、「
カ
ー

ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
実
証

研
究
拠
点
の
開
所
」
や

「
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
基
金
の
公
募
・
採

択
が
進
展
」
な
ど
の
進
捗

を
「
プ
ロ
グ
レ
ス
レ
ポ
ー

ト
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
、
発
信
し
た
。
国
際
連

携
を
強
化
し
、
カ
ー
ボ
ン

リ
サ
イ
ク
ル
の
普
及
に

向
け
た
取
組
を
加
速
し

て
い
く
と
し
た
。

　

経
済
産
業
省
は
、
今
月

１
日
か
ら
、「
２
０
２
２

年
度
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者

保
安
月
間
」
を
実
施
す

る
。
保
安
月
間
中
は
、
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
関
係
団
体
等
に

も
協
力
を
得
て
、
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
事
故
防
止
の
た
め
の

保
安
啓
発
活
動
を
集
中

的
に
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
お
使

い
の
方
々
の
保
安
意
識

の
向
上
を
図
る
。

　

期
間
は
、　

月
１
日
か

１０

ら
〜　

日
ま
で
。

３１

　

月
間
の
重
点
実
施
項

目
は
、

（
１
）
業
務
用
消
費
者
に

対
し
て
、
Ｃ
Ｏ
中
毒
事
故

防
止
、
燃
焼
器
具
の
適
切

な
使
用
方
法
及
び
業
務

用
換
気
警
報
器
・
Ｃ
Ｏ
警

報
器
の
設
置
促
進
に
重

点
を
お
い
た
周
知
の
徹

底
を
図
る
。

（
２
）
一
般
消
費
者
等
に

対
し
て
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売

事
業
者
等
が
行
っ
て
い

る
保
安
業
務
の
内
容
及

び
消
費
機
器
の
維
持
管

理
方
法
、
Ｃ
Ｏ
中
毒
事
故

防
止
対
策
、
ガ
ス
が
漏
え

い
し
た
場
合
の
適
切
な

対
処
方
法
を
周
知
す
る
。

（
３
）
供
給
管
・
配
管
の

事
故
防
止
対
策
と
し
て

他
工
事
業
者
に
よ
る
埋

設
管
破
損
を
防
止
す
る

た
め
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事

業
者
は
、
ガ
ス
供
給
設
備

周
辺
で
他
工
事
の
計
画

が
あ
る
場
合
、
確
実
に
知

ら
せ
る
よ
う
一
般
消
費

者
等
に
対
し
て
周
知
す

る
と
と
も
に
、
原
則
と
し

て
工
事
の
際
に
立
ち
会

う
な
ど
し
て
事
故
防
止

の
徹
底
に
努
め
る
。

（
４
）
高
齢
者
及
び
一
人

暮
ら
し
の
消
費
者
に
対

し
て
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
を

安
全
に
使
用
す
る
た
め

の
保
安
啓
発
を
行
う
。

（
５
）
災
害
発
生
時
に
お

け
る
保
安
確
保
の
た
め

の
具
体
的
な
取
組
に
つ

い
て
、
最
新
の
「
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
に
基
づ
い
た
取
組
を

着
実
に
実
施
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
経
済
産
業
省

は
、
関
係
団
体
と
協
力

し
、
保
安
活
動
に
貢
献
し

た
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業

者
等
を
対
象
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
対
策
を
行

っ
た
上
で
、
表
彰
式
を
実

施
す
る
。

　

左
は
２
０
２
２
年
度

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
保
安

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ポ
ス

タ
ー

毎年１０月は
「ＬＰガス消費者保安月間」

～正しく使おう、
Life Power! LP ガス～ 革

新
軽
水
炉
「
Ｓ
Ｒ
Ｚ
�
１
２
０
０
」

Ｐ
Ｗ
Ｒ
４
電
力
と
共
同
で
コ
ン
セ
プ
ト
を
確
立

超
安
全
、持
続
可
能
性
、し
な
や
か
で
強
靭
な
軽
水
炉

Ｃ
Ｏ
２
排
出
ゼ
ロ
で
社
会
に
貢
献
す
る
究
極
型

三菱重工業

図1　トラック隊列走行　実証実験

　

高
度
道
路
交
通
シ
ス

テ
ム
）
／
Ｗ
Ｇ　

（
走
行

１４

制
御
）
に
、
日
本
か
ら
２

０
１
９
年
４
月
に
提
案

し
、２
０
２
２
年
９
月　
１９

日
に
国
際
標
準
と
し
て

発
行
さ
れ
た
※
３
。

３
�
期
待
さ
れ
る
効
果

　

本
標
準
の
発
行
に
よ

り
、
各
事
業
者
は
共
通
の

定
義
に
も
と
づ
く
ト
ラ

ッ
ク
隊
列
走
行
シ
ス
テ

ム
／
機
能
の
開
発
が
可

能
と
な
る
。

　

ト
ラ
ッ
ク
隊
列
走
行

シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
よ

り
、
疲
労
な
ど
に
よ
る
運

転
ミ
ス
に
お
け
る
交
通

事
故
の
削
減
や
、
空
気
抵

抗
の
低
減
や
車
速
変
化

の
減
少
に
よ
る
燃
費
向

上
、
サ
グ
部
で
の
速
度
低

下
を
抑
制
す
る
事
に
よ

る
渋
滞
の
緩
和
、
運
転
負

荷
軽
減
に
よ
る
担
い
手

の
確
保
が
期
待
さ
れ
る
。

※
１　

正
式
名
称

Ｉ
Ｓ
Ｏ　

４
２
７
２：

２
０
２
２　

Intelligen
ttransportsystem

s
-T

ruck
platooning

syste
m
s
(TPS)

-Functional
and
operationalrequir

em
ents

日
本
語
訳

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ　

４
２
７

２：

２
０
２
２　

高
度

道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
�

ト
ラ
ッ
ク
隊
列
走
行
シ

ス
テ
ム
（
Ｔ
Ｐ
Ｓ
）
�
機

能
お
よ
び
運
用
要
件

国
内
物
流
の
大
半
を
支
え
る
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

「
ト
ラ
ッ
ク
隊
列
走
行
シ
ス
テ
ム
」日
本
提
案
で
国
際
標
準
発
行

よ
り
安
全
で
効
率
的
な
社
会
を
目
指
し
て（
Ｉ
Ｓ
Ｏ　

４
２
７
２
）

安
全
性
向
上
、担
い
手
確
保
、燃
費
向
上
、渋
滞
緩
和
へ

　

第　

回
Ｌ
Ｎ
Ｇ
産
消
会
議
を
開
催

１１

西
村
経
済
産
業
大
臣
か
ら

　
「
い
ま
こ
そ
産
消
国
間
の
対
話
と
協
調
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」

　
「
ア
ジ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
移
行
と
安
定
供
給
に
Ｌ
Ｎ
Ｇ
は
必
要
不
可
欠
」

第
４
回
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
産
学
官
国
際
会
議
を
開
催

　

カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
カ
ー
ボ
ン
リ
サ

　

イ
ク
ル
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
な
ど
確
認

国
際
連
携
を
強
化
し
取
組
の
加
速
へ

第
２
回
燃
料
ア
ン
モ
ニ
ア
国
際
会
議
を
開
催

国
際
連
携
の
進
展
を
確
認

「
グ
リ
ー
ン
社
会
の
実
現
に
向
け
た
競

争
政
策
研
究
会　

競
争
政
策
上
の
論
点

に
関
す
る
報
告
書
」
を
取
り
ま
と
め

グ
リ
ー
ン
社
会
の
実
現
に
向
け
た
競
争

政
策
上
の
論
点
の
検
討
を
進
め
て
い
く
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―
―
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
一
つ
と
し
て
注
目

を
集
め
る
地
熱
分
野
で

す
が
、
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
の

地
熱
資
源
開
発
支
援
事

業
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

菅
内
閣
総
理
大
臣
の

我
が
国
が
２
０
５
０
年

ま
で
に
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト

ラ
ル
を
目
指
す
宣
言
を
受

け
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
シ
フ
ト
が
加
速

し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し

た
中
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
一
つ
で
あ
る
地
熱

に
は
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
見
え
な
い
地
下

の
蒸
気
・
熱
水
を
扱
う
地

熱
資
源
開
発
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
リ
ス
ク
や
課
題
が

伴
い
ま
す
。
ま
た
調
査
か

ら
発
電
所
建
設
・
操
業
ま

で
約

年
と
い
う
長
い

１０

リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
か
か
り
、

長
期
の
投
資
が
必
要
で

す
。Ｊ

Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
は
、
地

熱
開
発
事
業
者
の
財
務

リ
ス
ク
の
低
減
や
、
技
術

開
発
、
地
域
社
会
の
理
解

促
進
に
向
け
た
支
援
を

行
う
こ
と
で
、
地
熱
の
普

及
拡
大
に
貢
献
し
て
い
ま

す
。

Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
は
、
自

ら
実
施
す
る
国
内
に
お

け
る
地
熱
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

の
高
い
地
域
を
発
掘
す
る

調
査
や
、
地
熱
資
源
開
発

に
取
り
組
む
国
内
企
業
の

財
務
リ
ス
ク
を
低
減
す
る

た
め
の
地
熱
発
電
の
資
源

量
調
査
助
成
金
交
付
、
地

熱
資
源
探
査
資
金
出
資
、

地
熱
資
源
開
発
資
金
債

務
保
証
と
い
っ
た
資
金
的

支
援
を
開
発
フ
ェ
ー
ズ
に

応
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
（
左
図
・

地
熱
資
源
開
発
の
支
援
ス

キ
ー
ム
）、
ま
ず
初
期
調

査
。
約
５
年
か
け
て
地
表

調
査
や
掘
削
調
査
と
い
っ

た
地
道
な
調
査
で
地
熱

兆
候
を
調
べ
ま
す
。

こ
れ
を
実
施
し
な
い
と

前
に
進
ま
な
い
の
で
す

が
、調
査
し
て
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
把
握
で
き
な
け
れ
ば

投
資
し
た
分
を
失
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
国
が

補
助
金
を
出
し
、
そ
れ
を

基
に
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
が

助
成
金
を
交
付
し
て
支

援
し
て
い
ま
す
。

初
期
調
査
で
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
を
確
認
で
き
た
段
階

の
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
地
熱

貯
留
層
を
確
認
す
る
探

査
事
業
（
噴
気
試
験
等
）

を
約
２
年
、
環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
で
環
境
影
響
評
価

を
約
４
年
行
い
ま
す
。
何

本
も
の
井
戸
を
掘
削
す

る
場
合
が
あ
り
、
民
間
資

金
だ
け
で
は
負
担
が
大
き

い
の
で
、
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ

が
出
資
支
援
を
行
い
ま

す
。そ

し
て
い
よ
い
よ
開
発

事
業
で
す
。
発
電
設
備
の

設
置
な
ど
地
熱
発
電
所

を
約
３
年
か
け
て
建
設
し

ま
す
。
こ
こ
で
事
業
者
は

金
融
機
関
か
ら
融
資
を

受
け
る
の
で
す
が
、
こ
の

融
資
に
対
し
て
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ

Ｅ
Ｃ
は
債
務
保
証
を
行

う
こ
と
で
地
熱
開
発
事
業

者
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

―
―
こ
れ
ま
で
の
Ｊ
Ｏ

Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
支
援
実
績
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。Ｊ

Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
は
、
２

０
１
２
年
に
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

（
国
立
研
究
開
発
法
人
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術

総
合
開
発
機
構
）
か
ら
地

熱
事
業
を
移
管
さ
れ
ま

し
た
。

２
０
１
２
年
度（
平
成

年
度
）〜
２
０
２
１
年

２４度
（
令
和
３
年
度
）
に
Ｊ

Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
が
実
施
し

た
助
成
金
交
付
お
よ
び

出
資
・
債
務
保
証
実
績
は

図
表
の
通
り
で
、
助
成
金

交
付
は

件
、
出
資
案
件

８４

は
１
件
、
債
務
保
証
案
件

は
６
件
が
採
択
さ
れ
、
Ｊ

Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
の
支
援
が

着
実
に
発
電
所
建
設
に

実
を
結
ん
で
い
ま
す
。

―
―
地
熱
資
源
が
ど
の

辺
に
あ
る
の
か
、
初
期
調

査
に
つ
な
が
る
調
査
が
大

切
で
す
ね
。

Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
は
、
自

ら
実
施
す
る
国
内
に
お

け
る
地
熱
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

の
高
い
地
域
を
発
掘
す
る

調
査
と
し
て
、
地
熱
資
源

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
調
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。

空
中
物
理
探
査
、
地
表

調
査
（
重
力
・
電
磁
・
磁

気
）・
ヒ
ー
ト
ホ
ー
ル
調
査

や
深
部
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
広

い
エ
リ
ア
か
ら
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
の
あ
り
そ
う
な
エ
リ
ア

を
徐
々
に
搾
っ
て
い
く
の

で
す
。

民
間
事
業
者
で
は
困

難
な
初
期
調
査
を
Ｊ
Ｏ

Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
が
踏
み
込
ん
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
得
ら

れ
た
デ
ー
タ
を
民
間
事
業

者
に
開
示
し
、
初
期
調
査

（
助
成
事
業
）に
つ
な
げ
る

か
、
判
断
し
て
も
ら
い
ま

す
。１

９
８
５
年
か
ら
２

０
１
０
年
に
か
け
て
Ｎ

Ｅ
Ｄ
Ｏ
が
調
査
を
進
め

て
い
ま
し
た
が
、
調
査
が

不
十
分
な
地
域
も
数
多

く
存
在
し
て
お
り
、
Ｊ
Ｏ

Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
で
は
最
新
の
精

度
の
高
い
探
査
技
術
で
や

り
直
す
こ
と
も
含
め
て
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
Ｊ
Ｏ
Ｇ

Ｍ
Ｅ
Ｃ
は
、２
０
１
２
年

以
降
、
九
州
地
方
、
東
北

地
方
、
北
海
道
地
方
及
び

関
東
甲
信
越
地
方
に
お
い

て
、「
空
中
重
力
偏
差
法

探
査
」、「
時
間
領
域
空
中

電
磁
探
査
」、「
空
中
磁
気

探
査
」
の
３
つ
の
手
法
を

用
い
て
、
地
熱
資
源
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
調
査
を
実
施
し

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
国

内

地
域
に
お
い
て
デ
ー

１６
タ
取
得
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
２
０
１
７
年

度
か
ら
、
空
中
物
理
探
査

デ
ー
タ
を
補
完
す
る
地
中

温
度
構
造
の
把
握
の
た

め
、
ヒ
ー
ト
ホ
ー
ル
調
査

（
深
さ
数
百
�
程
度
の

ボ
ー
リ
ン
グ
）
を
、
２
０

２
０
年
度
か
ら
深
部

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
（
深
さ

数
千
�
）
を
実
施
し
、
大

規
模
開
発
案
件
発
掘
に

邁
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。さ

ら
に
、
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ

Ｃ
は
、
地
熱
貯
留
層
の
探

査
、評
価
・
管
理
、掘
削
に

関
す
る
新
技
術
の
開
発
に

よ
り
、
地
熱
開
発
に
取
り

組
む
事
業
者
を
技
術
的

な
観
点
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
ま
す
。

―
―
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
は

２
０
２
１
年
７
月
よ
り
、

地
熱
技
術
開
発
株
式
会

社
及
び
大
成
建
設
株
式

会
社
と
と
も
に
「
カ
ー
ボ

ン
リ
サ
イ
ク
ル
Ｃ
Ｏ
２

地
熱
発
電
技
術
」
の
開
発

を
進
め
て
い
ま
す
ね
。

「
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

Ｃ
Ｏ
２
地
熱
発
電
技
術
」

は
、
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
か
ら

両
社
へ
の
委
託
事
業
と
し

て
進
め
て
お
り
、か
つ
て
の

「
高
温
岩
体（
Ｈ
Ｄ
Ｒ
）発

電
技
術
」
の
研
究
開
発
で

培
っ
た
技
術
が
応
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
あ

り
、
一
つ
目
が
「
Ｃ
Ｏ
２
」

を
使
っ
て
地
下
に
「
器
」

（
Ｃ
Ｏ
２
を
利
用
し
た
人

工
貯
留
層
）
を
造
成
す
る

こ
と
。
二
つ
目
が
「
Ｃ
Ｏ

２
」
に
よ
り
地
下
の
「
熱
」

を
取
り
出
す
こ
と
で
す
。

高
温
状
態
の
地
熱
貯

留
層
に
Ｃ
Ｏ
２
を
圧
入

し
、
熱
媒
体
と
し
て
循
環

さ
せ
て
高
温
に
な
っ
た
Ｃ

Ｏ
２
を
回
収
し
て
タ
ー
ビ

ン
を
回
転
さ
せ
る
こ
と
で

発
電
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

深
い
地
中
で
は
温
度
と

圧
力
が
高
い
た
め
、
Ｃ
Ｏ

２
は
液
体
と
気
体
の
両
方

の
性
質
（
高
密
度
、
低
粘

性
）
を
持
っ
た
超
臨
界
状

態
と
な
り
ま
す
。
超
臨
界

Ｃ
Ｏ
２
は
、
低
粘
性
の
た

め
小
さ
な
亀
裂
面
に
入

り
込
み
や
す
く
、
熱
交
換

を
効
率
的
に
行
え
ま
す
。

ま
た
、
高
密
度
で
圧
縮
率

が
大
き
い
た
め
、
生
産
井

で
の
採
熱
の
効
率
が
向
上

す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

Ｃ
Ｏ
２
地
熱
発
電
技
術
」

は
、
日
本
が
持
つ
地
熱
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に

活
か
せ
る
可
能
性
を
も
っ

た
技
術
で
す
。
２
０
２
１

年
度
か
ら
２
０
２
５
年

度
の
５
年
間
で
、
全
体
シ

ス
テ
ム
設
計
な
ど
の
基
礎

技
術
の
確
立
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

現
在
の
地
熱
発
電
は

地
下
に
「
熱
」、「
水
」、
こ

れ
を
貯
留
す
る
「
器
」
の

三
条
件
が
揃
っ
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
す
が
、
こ
の

技
術
が
確
立
さ
れ
る
こ
と

で「
水
」と「
器
」と
い
う
条

件
が
揃
わ
な
く
て
も
、
地

下
の
「
熱
」
さ
え
存
在
す

れ
ば
地
熱
発
電
が
可
能

に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
日
本
国
内
に
は
十

分
な
地
下
熱
を
有
す
る

有
望
エ
リ
ア
が
多
数
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

―
―
地
熱
資
源
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
が
高
い
地
域
に

は
、
多
く
の
温
泉
地
や
自

然
公
園
が
あ
り
ま
す
ね
。

は
い
。
そ
の
た
め
地
熱

資
源
開
発
は
地
域
の
温

泉
資
源
や
観
光
資
源
と

の
共
生
を
前
提
に
、
地
元

の
産
業
な
ど
の
地
域
振
興

に
も
つ
な
が
る
よ
う
十
分

に
配
慮
し
て
進
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
然
公

園
内
で
は
規
制
に
従
っ
た

調
査
・
開
発
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
温
泉
関
係

や
地
域
住
民
の
方
々
が
地

熱
開
発
に
不
安
を
感
じ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意

も
必
要
で
す
。

地
域
と
共
生
す
る
地

熱
利
用
を
目
指
し
、
地
熱

資
源
開
発
の
調
査
に
着

手
す
る
前
か
ら
丁
寧
な

説
明
を
行
い
、
良
好
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。Ｊ

Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
で
は
、

温
泉
関
係
の
方
々
と
も
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め

て
き
て
お
り
、
地
熱
開
発

で
温
泉
の
量
、
質
な
ど
に

影
響
が
あ
る
か
な
い
か
客

観
的
に
わ
か
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
と
、
地
元
の
合

意
の
も
と
自
動
計
測
温

泉
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

の
設
置
を
推
奨
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
地
熱
開
発
が
原

因
で
温
泉
に
何
か
問
題
が

発
生
し
た
ら
基
本
的
に
は

地
熱
開
発
事
業
者
に
対

応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ

が
提
案
し
た
の
は
、
地
熱

開
発
事
業
者
向
け
の
賠

償
責
任
保
険
を
活
用
し

て
は
ど
う
か
と
、
日
本
地

熱
協
会
に
提
案
し
、
今
年

５
月
に
は
団
体
保
険
で

取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

原
因
究
明
の
調
査
費

や
温
泉
旅
館
が
営
業
停

止
に
な
っ
た
場
合
、
営
業

補
償
も
保
険
か
ら
カ
バ
ー

さ
れ
、
他
方
、
温
泉
関
係

の
方
々
の
安
心
感
に
も
繋

が
る
の
で
は
と
考
え
て
い

ま
す
。

―
―
地
熱
は
発
電
以
外

に
も
地
元
に
有
効
利
用

さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

地
域
と
共
生
す
る
地

熱
利
用
を
目
指
し
、
地
熱

利
用
で
冬
季
農
業
ハ
ウ
ス

利
用
、給
湯
・
暖
房
利
用
、

木
材
乾
燥
、
食
品
の
殺

菌
・
乾
燥
、山
の
中
で
の
水

産
物
育
成
な
ど
、
地
域
の

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
進
ん
で
い
ま
す
。
地
域

の
活
性
化
に
も
貢
献
し
て

い
る
の
で
す
。

国
内
初
の
商
用
地
熱

発
電
所
で
あ
る
松
川
地

熱
発
電
所
は
、１
９
６
６

年
の
運
転
開
始
以
来
、
地

域
の
温
泉
旅
館
に
暖
房

用
と
し
て
地
熱
蒸
気
の
一

部
を
供
給
し
て
き
ま
し

た
。

ニ
ス
ト
の
野
口
健
さ
ん
、サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
な
活
動
に
も

力
を
注
い
で
い
る
俳
優
の

柴
咲
コ
ウ
さ
ん
を
登
壇
ゲ

ス
ト
に
お
迎
え
し
、
地
熱

発
電
へ
の
期
待
等
を
発
信

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

さ
ら
に
、２
０
２
０
年

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
閉
会
式
に
て
総
合
演

出
を
担
当
さ
れ
、２
０
２

５
年
日
本
国
際
博
覧
会

催
事
企
画
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
に
も
就
任
さ
れ
た

元
俳
優
で
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の

小
橋
賢
児
さ
ん
が
、
地
熱

の
パ
ワ
ー
に
魅
力
と
未

来
を
感
じ
る
方
々
と
一

緒
に
、
地
熱
を
活
用
し
た

ビ
ジ
ネ
ス
や
、
地
熱
が
も

た
ら
す
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
な
未
来
に
つ
い
て

の
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
を
展

開
し
ま
す
。

こ
の
他
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
会
場
入
り
口
で
は
、

様
々
な
形
で
地
熱
発
電

や
関
連
事
業
に
取
り
組

む
企
業
等
か
ら
多
く
の

ブ
ー
ス
出
展
も
予
定
し

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
と
並
行
し
、
こ
れ
か

ら
の
日
本
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
も
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の

地
熱
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
た
め

に
、
イ
ベ
ン
ト
「
こ
ど
も

地
熱
カ
レ
ッ
ジ
」
を

月
１０

７
日
、
月
８
日
の
２
日

１０

間
に
わ
た
り
、
東
京
駅
八

重
洲
コ
ン
コ
ー
ス
で
開

催
し
ま
す
。

今
回
の
地
熱
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
や
イ
ベ
ン
ト
を

通
し
、
皆
様
が
地
熱
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
け
る
一
助
と
な
れ

ば
幸
い
で
す
。

―
―
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

熱
案
件
を
通
じ
て
獲
得

し
、
こ
れ
ら
を
我
が
国
の

地
熱
事
業
へ
還
流
す
る
た

め
、
海
外
に
お
け
る
地
熱

の
探
査
事
業
へ
の
出
資
業

務
を
新
た
に
開
始
し
ま

す
。
今
後
、
業
務
開
始
に

向
け
準
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

―
―
今
年
の
「
地
熱
発
電

の
日
」
で
は
、
ど
の
よ
う

な
イ
ベ
ン
ト
を
。

Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
は
、
２

０
１
６
年
、
国
内
初
の
商

用
地
熱
発
電
所
で
あ
る

松
川
地
熱
発
電
所
（
岩
手

県
八
幡
平
市
）
が
、
運
転

を
開
始
し
て
か
ら

年
を

５０

迎
え
た
こ
と
を
記
念
し

て
、
日
本
地
熱
協
会
お
よ

び
電
気
事
業
連
合
会
と

共
同
で
、

月
８
日
を

１０

「
地
熱
発
電
の
日
」
に
制

定
し
、
地
熱
発
電
に
関
す

る
情
報
発
信
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
は
、
１０

月
８
日
の
「
地
熱
発
電
の

日
」
に
ち
な
み
、

月
７

１０

日
に
「
第

回
地
熱
シ
ン

１０

ポ
ジ
ウ
ム
ｉ
ｎ

Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｏ
」
及
び

月
７
日
か

１０

ら
８
日
ま
で
の
期
間
、
関

連
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。こ

れ
ま
で
地
熱
発
電
所

の
所
在
地
で
地
域
の
理
解

促
進
に
焦
点
を
絞
っ
た
地

熱
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回

は
第

回
目
の
記
念
大

１０

会
で
も
あ
り
、
東
京
で
は

初
開
催
と
な
り
ま
す
。
東

京
丸
の
内
の
丸
ビ
ル
ホ
ー

ル
か
ら
全
国
に
向
け
て
地

熱
発
電
へ
の
理
解
促
進
を

図
る
た
め
の
情
報
を
発
信

し
ま
す
。

エ
ベ
レ
ス
ト
や
富
士
山

で
の
清
掃
活
動
等
、
積
極

的
な
環
境
活
動
へ
の
取
り

組
み
で
知
ら
れ
る
ア
ル
ピ

能
を
最
大
限
に
活
用
し
、

今
後
も
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ

は
我
が
国
へ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
鉱
物
資
源
の
安
定

供
給
に
貢
献
し
て
ま
い
り

ま
す
。

さ
ら
に
、
海
外
に
お
け

る
地
熱
の
探
査
へ
の
出
資

業
務
に
つ
い
て
は
、
令
和

５
年
４
月
１
日
に
施
行

さ
れ
、
業
務
を
開
始
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

我
が
国
地
熱
開
発
を

促
進
す
べ
く
不
足
す
る
技

術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
海
外
地

１
９
７
１
年
に
は
、
金

沢
観
光
団
地
の
ホ
テ
ル
八

幡
平
ハ
イ
ツ
へ
６
�
の
引

湯
管
を
敷
設
し
、
蒸
気
凝

縮
水
を
加
温
し
た
温
水
の

有
償
供
給
を
開
始
。
同
ホ

テ
ル
の
成
功
を
受
け
、
地

域
に
は
ホ
テ
ル
・
別
荘
が

相
次
い
で
建
設
さ
れ
、
八

幡
平
温
泉
郷
の
形
成
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。
現
在
は

保
養
所
・
福
祉
施
設
・
農

業
用
ハ
ウ
ス
な
ど
、
約
８

０
０
施
設
で
温
水
が
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
熱
蒸
気
を
使

っ
た
「
地
熱
染
」
を
は
じ

め
、最
近
で
は
、岩
手
県
に

Ｉ
タ
ー
ン
し
た
若
者
た
ち

が
、
地
熱
を
利
用
し
た
馬

糞
た
い
肥
作
り
や
マ
ッ
シ
ュ

ル
ー
ム
の
栽
培
な
ど
地
域

活
性
化
に
も
地
熱
が
貢

献
し
て
い
ま
す
。

―
―
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
法

が
今
年
５
月
に
改
正
さ

れ
、
新
し
い
機
能
が
追
加

さ
れ
る
よ
う
で
す
が
。

独
立
行
政
法
人
石
油

天
然
ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資

源
機
構
法
を
含
む
法
律

の
改
正
に
伴
い
、
Ｊ
Ｏ
Ｇ

Ｍ
Ｅ
Ｃ
に
、水
素
・
ア
ン
モ

ニ
ア
等
の
製
造
・
貯
蔵
及

び
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（C

arbon
dio

xide
C
apture

and
Stor

age：

二
酸
化
炭
素
の
回

収
・
貯
蔵
）に
対
す
る
リ
ス

ク
マ
ネ
ー
支
援
業
務
並
び

に
洋
上
風
力
発
電
の
た
め

の
地
質
構
造
調
査
等
業

務
等
が
追
加
さ
れ
、
機
能

が
強
化
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
業
務
が
追
加
さ

れ
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、

Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
の
正
式

名
称
を
「
独
立
行
政
法
人

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属
鉱
物

資
源
機
構
」
に
変
更
し
ま

す
。
今
般
追
加
さ
れ
た
機

経　産　新　報�10 月 8日は地熱発電の日�

月
８
日
は
「
地
熱
発
電
の
日
」

１０Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現
す
る
た
め
の
キ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
計
画
的
に
着
実
に
取
り
組
む
重
要
な
政
策
と
な
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
つ
で
あ
る
地
熱
は
、
水
力
と
と
も
に
純
国
産
の
貴
重
な
資
源
で
あ
り
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
に
恵
ま
れ
な
い
わ
が
国
に
と
っ
て
利
用
価
値
の
高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。
J
O
G
M
E
C

を
訪
ね
、
�
橋
理
事
に
話
を
伺
っ
た
。

（
聞
き
手
/
本
紙
代
表
・
高
橋

常
郎
）

独
立
行
政
法
人

石
油
天
然
ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構

（
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
）

理
事

地
熱
事
業
本
部
長�

橋

健
一
氏

資金支援や技術支援を通じわが国の地熱資源開発と普及促進に取り組むＪＯＧＭＥＣ

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
で
地
熱
の
普
及
拡
大
に
貢
献

財
務
リ
ス
ク
の
低
減
、
技
術
開
発
、
地
域
社
会
の
理
解
促
進

民
間
事
業
者
で
は
困
難
な
初
期
調
査
を
実
施

「
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
Ｃ
Ｏ
２
地
熱
発
電
技
術
」

日
本
の
地
熱
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
活
か
せ
る
技
術

　国内初の商用地熱発電所である松川地熱発電所は、1966 年の運転開始以来、地域の
温泉旅館に暖房用として地熱蒸気の一部を供給してきた。

（写真提供：東北自然エネルギー株式会社）

平成 24年度～令和 4年度
助成金交付及び出資・債務保証実績

令和 4年度（9月 8日現在）
助成金交付及び出資・債務保証実績
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